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１．研究目的

江の川におけるアユ資源増大に向けた管理方
策を進めるため、親魚量と翌年のアユ資源量の
指標となる流下仔魚量を把握するとともに、江
の川のアユ適正収容量の基礎資料となる河床型
別水面面積を測量した。

２．研究方法

流下仔魚量調査は、最下流の産卵場である瀬
尻の瀬（江津市川平町）の直下において２０１０
年１０月～１２月にかけて原則週１回の頻度で
行った。仔魚の採集は濾水計（General Oceanics
社製）を装着した稚魚ネット（GG５４）を使用
し、夕刻から深夜にかけて１時間おきに流芯部
付近で５分間の採集を行い、採集した仔魚は
５％ホルマリン水で固定した。後日、採集尾数、
濾水量及び国土交通省長良観測所の河川流量か
ら流下仔魚量を求めた。また、河床型別水面面
積は、２０１０年４月２６日、４月２８日、６月２５日、
２０１１年３月７日に江の川を目視観察して航空
写真上で区分した河床型（早瀬、平瀬、淵、ト
ロ A、トロ B）別の面積を、GISソフトである
地図太郎（東京カートグラフィック）の面積測
量機能により測量した。測量範囲は、浜原ダム
の影響を考慮して、アユの再生産が確実な浜原
ダム（邑智郡美郷町）より下流から松川橋（江
津市松川町）までとし、支流は含めなかった。

３．研究結果

図１に江の川の流下仔魚量の経年変化を示し
た。２０１０年は２億６千万尾であり、昨年（２００９
年）の４．４億尾よりも減少した。また、１９８７～
１９９９年に実施された調査結果と比べても流下
仔魚尾数は減少しており、江の川のアユ資源は
極めて危機的な状態にあると考えられた。
江の川の浜原ダム下流域（支流含まない）の

総水面面積は３６１万m２であった（表１）。その

うち早瀬が８．６％、平瀬が２５．７％、淵が４．８％、
トロ Aが３４．６％、トロ Bが２６．４％であり、
瀬・淵の消失が進んでいることが示唆された。

４．研究成果

江の川のアユ資源減少の主な原因は産卵親魚
の不足であることが分かった。その対策として、
浜原ダムのアユ遡上制限と下流域の漁獲規制強
化による親魚保護により、まず浜原ダム下流域
のアユ資源を、河床型別水面面積を基礎資料と
して設定したアユ適正収容量まで回復させる緊
急措置を江川漁協に提言し、組合員に対する地
区説明会を経て、総代会で漁獲規制強化が採決
された。また、浜原ダムのアユ遡上制限につい
て、広島県側上流域の３漁協、河川・ダム管理
者との協議を行った。
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図１江の川におけるアユ流下仔魚量の動向

表１江の川の浜原ダム下流域における河床型別
の水面面積と構成比

河床型 面積（m２） 構成比（％）

早瀬 ３１１，４５９ ８．６

平瀬 ９２９，１０５ 25.7

フチ １７１，９２２ ４．８

トロA １，２４８，９５７ ３４．６

トロB ９５２，８２６ ２６．４

合計 ３，６１４，２７０ １００．０
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